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掛二小学校重点目標
や さしく伝え合お う

進んでや ろう

学校便 り  平成 30年 10月

お系|り 渤喫、 そヒマイ史婁月スタート!

♯トニっ子の′夕燿む潰業の九:

10月 17日 に掛川市小学校陸上競技大会がエコパ補助競技

場で開催されました。 9月 以降雨の日が多く、十分な練習

時間が確保できなかったことが気がか りでした。大会で

は、子どもたちは自己記録更新をめざして、一生懸命がん

ばりました。男子 200m、 女子 100m、 女子走り高跳

び、女子 400mリ レーで見事 1位をとり、その他にも多

くの入賞 (裏面参照)を果たしました。また、自己記録を更

新 した子もたくさんいました。

キラリ !ふれあいコンサー ト(10/20に 出演する4年生

の壮行会を23日 に行いました。72名 の気持ちがまとまり素

晴 らしい合唱になっています。コンサー トでは最高の合唱

をしてほしいと思います。なお、 H月 18日 のつくし会館祭

りでも、 4年生が合唱を披露する予定です。※右上の写真は

陸上壮行会(10/19、 右中央の写真はキラリ壮行会 (10/23)です。

授業の質が向上しています。後期に入つてから、いくつ

かの研究授業を参観 していますが、子 どもの主体的に学ぶ

姿がよく見 られます。右の写真は 2年 1組の国語 「おてが

み」の様子です。本文から気づいたことを出し合った後、

グループ毎に読みの工夫について話し合っているところで

す。このように本校では、ペアやグループで話 し合う交流

活動を取 り入れて、主体的・対話的で深い学びに追る授業

をめざしています。

成長ステージには、大きな行事がたくさんありますが、

その経験を通して、子どもたちが成長できるよう支援していきます。〔文責 :校長 安田〕

掛け替えのない命を守るため、自転車に乗るときはへJレメットをかぶらせましょう。
(平成20年の道路交通法の改正から児童のヘルメット着用は保護者の義務になっています。)

地区の祭典が終わり、翌日の10月 9日 から後期が始まりました。児童の多くがお祭りに

参加しましたが、元気に登校してくる子が多く、順調なスタートを切ることができました。

大きな事故や問題もなく、楽しいお祭りだったようです。私もこの学区の住民ですので、

青年の皆様をはじめ地域の皆様が、子どもたちを温かく見守ってくださっていることがよ

くわかります。保護者及び地域の皆様に心より感謝申し上げます。



入 おめでこう
男子 100m 服部 仁  第 7位
女子 100m 曾我真鈴  第 1位
男子 200m 杉山濃音  第 1位
女子 200m 本庄 遥  第 3位
男子高跳び 服部凌也  第 3位
女子高跳び 横溝絵里香 第 1位

男子 1500m 岡部叶和 第3位
女子 800m 松本ゆず 第6位
男子ホ―゙ル投げ 山本 翔 第 2位

〃   村上明来 第4位
男子4× 100mリ レー 第7位
女子4× 100mリ レー 第 1位

駐車場のすげかけの本について
駐車場のすずかけの本 を高さ lm程 の高さで切 りまし

た。先 日の台風で、ひびが入 りいつ倒れてもおかしくない

状態だったか らです。 lm程 残したのは、まだ芽が出る可

能性があるか らです。今年で 101年 目で した。これか ら

も生き続けて欲 しいと願っています。

交通事故饉観をつま鬱審しょう
交差点で ヒヤッとしたことはありませんか。

子供の交通事故は、「飛び出し」「交差点」「夕方の時間」が

多いそうです。秋にな り暗くなる時間が早くな り
ました。早めの帰宅を心掛け、交差点では、

徒歩も自転車も必ず一旦停止をしましょう。

自転車に乗るときは必ずヘルメットを被 り、

早めのライ トONを習慣づけましょう。
また、「飛び出し」の原因の一つに

「道路での遊び」があります。

道路はみんなが使うところです。道路で遊ぶのは絶対やめま

特刷支援教育だよ幅 6
子どもは、うまくいかないことが積み重なっていくと、感情的になったり

落ち込んだりします。そうなる前に気持ちを落ち着かせ、感情的になっても
クールダウンすることが大切です。
でも、これは子どもだけでなく、子どもと関わる私たち大人にも言えるこ

とです。子どもと関わっていると、その子の感情的な言動でこちらの感情も
高ぶり、ついついかっかしてしまった、声を荒げてしまったということがあ
ります。また、子どものやる気のない言動も、私たちの感情を不安定にさせ
ます。自分の気持ちの安定を求めようと、感情的になってしまいますが、こ
ちらが感情的になってもいいことはありません。私たち大人も、気持ちを切
り替えたり、クールダウンしたりする方法を身に付けたいものです。
自分が感情的になってきたと感じたら、その場を離れたり、お茶や水を飲

んだりするとクールダウンできます。冷静になって、子どもにどう言葉を掛
けたらいいのか、もしかしたら言葉を掛けない方がいいのか、考えられると
思います。
子どもが、「うまくいかない→怒られる→自己肯定感の低下→うまくいかな

い→・・ 0」 のマイナスのスパイラルに陥らないように、私たち大人がその
流れを断ち切っていきましょう。


